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　定期講習は建築士法により建築士事務所に所属する建築士
が3年に1回必ず受講しなければいけないこととなっております。
　令和3年度中に受講された方は、令和6年度中に受講する
義務があります。未受講の方は建築士法違反になりますので、
対象の方は必ず受講するようお願いいたします。
　建築士会では下記のとおり開催します。

　受講申込みは、原則として「インターネットによる受付」
のみとなります。（公財）建築技術教育普及センターホーム
ページにてお申し込みください。なお、パソコン・スマホ・
タブレット等による申込みを行うことが出来ない事由がある
方につきましては、福井県建築士会にお電話ください。

　本講習は公益社団法人日本建築士会連合会が国土交通省より「監理技術者講習」の登録講習機関の認可を受け、福井県
建築士会が開催するものです。本年度は右記の日程表のとおり開催します。特に、一級建築士、1級建築施工管理技士、1
級電気工事施工管理技士、1級管工事施工管理技士等の建築工事分野でご活躍されている監理技術者を対象に、実務に役
立つ充実した内容の講習を行いますので、この機会に多くの建築施工系監理
技術者の受講をお願いします。
受講申込：随時行っています。
受 講 料：テキスト・講習修了ラベル代込、税込 
　　　　　•WEB申込み…9,500円／1名
　　　　　•郵送・窓口申込み…10,000円／1名
講義の内容：DVDによる講義＋修了試験（計360分）行います。
申込み方法：日本建築士会連合会のホームページで「監理技術者講習」の
　　　　　申込ページをご覧ください。http://www.kenchikushikai.or.jp/
※企業一括申込み（ 2名以上）が可能です。詳しくは下記まで電話下さい。
問 合 先：（一社）福井県建築士会　TEL  0776-24-8781 まで

令和６年度  監理技術者講習  開催のお知らせ

◆会場所在地
　【福井会場】福井県中小企業産業大学校
　　　　　　　　　　　　　（福井市下六条町16-15）
　【敦賀会場】プラザ萬象（敦賀市東洋町1-1）

◆令和6年度監理技術者講習  日程表

福井会場／第2演習室（定員12名）　敦賀会場／会議室（定員15名）

福井

敦賀

開　催　日会場

4 月10日㈬

10月 2 日㈬

6月26日㈬

6月 5日㈬

12月11日㈬

10月22日㈫

2025年

2025年

8 月 7 日㈬

2月 5日㈬

2月27日㈭

❶ 建築に特化した実務に役立つ講習
❷ わかりやすく利便性の高いテキスト使用
❸ 建築士会CPD単位6単位の付与
❹ 上記以外に建築士会CPD制度加入者の方は建築士会連合会のWEB問題回答でのCPD単位

　 （2ヶ月に一度3単位取得可能年間最大18単位）が受講後5年間取得可能となります。

建築士会が行う
監理技術者講習
の特色

土木系の
監理技術者の受講も

可能です。

情 報 提 供 コ ー ナ ー

●建築士事務所の開設者がその業務に関して請求す
ることのできる報酬の基準（令和6年国土交通省
告示第8号「業務報酬基準」）が令和6年1月9日付
けで公布・施行となりましたのでお知らせいたしま
す。詳細は国土交通省HPにてご確認ください。

●国土交通省より「良質な住宅・建築物の取得・改
修に関する支援制度」のWEB動画が配信されま
した。下記URLより説明用スライドをダウンロー
ドの上、視聴してください。
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
jutakukentiku_house_tk4_000187.html

※CPD単位が6単位つきます。昼食を用意しています。

第1回

第2回

令和6年7月 8日㈪ （定員50名）
令和7年2月18日㈫ （定員50名）

と こ ろ：福井県中小企業産業大学校（福井市下六条町16-15）
受 講 料：12,980円　　　　講義方式：DVD講習

令和6年度

一級・二級・木造建築士定期講習について
令和6年度

一級・二級・木造建築士定期講習について

　建築設備の定期報告に必要な、風速計（熱線式）、照度計、
CO2測定器、非常灯引張棒の4点セットを会員特典付きにて、
貸出開始致します。器具は全て日本製ですので安心して使用
可能です。

利用の際は、建築士会福井支部事務局の方へ
お問い合わせ下さい。
TEL 0776-24-8781

［定期報告の必需品］
風速計、CO2測定器等貸出
会員 1,000円/日・非会員 3,000円/日

お 知 ら せ



「家」は単に材木や土の集積ではなくして「住居」であり、住居としてすでに人間
存在を表現している。「家」という言葉が通例家族共同態を言い現わしているよう
に、家の構造は通例家族的なる人間存在を表現する。
 和辻哲郎『人間の学としての倫理学』（1934）

「建築」あるいは「建築家」にとって「言葉」とは、何だろうか。日頃の建築業務
での言葉は、設計の表現や機能・耐久性、経済性、法規等を説明する道具的役割
のみで使われている。ただVitruvius以来の根源的関わりに注視するとき、言葉本
来のもつ大切な働きや深い意味があることに、ひとは誰でも気づく時がある。
例えば、日本人の住まいを考えるとき、社寺建築とは異なり、物理的に現存する
国内最古の民家の一つが、14世紀頃の「箱木家住宅」（神戸市、国重文）である。
これ以前の住まいの原型を遡るには、考古学の遺跡や絵巻物の造形表現から探る
研究方法等が知られる。しかし哲学者・和辻哲郎が指摘するように、住まいとは
材料や技術だけで造られるのではなく、住まう人間の存在意味や精神性、住居観
が表現されるのであり、この探究には古典文学のなかの「言葉」が有効な糸口と
なる。最近、福井工業大学市川研究室において日本の古典文学や詩歌の言葉から
住まいの建築的事象を究明した博士論文が生まれた（川本豊『日本古典文学にみ
る「住まうこと」の建築論的研究』2022／福井県立図書館蔵）。
2024年度の新連載は「建築と言葉」をテーマとしたい。前編で住まいの言葉、後
編で建築家の言葉を5人の執筆メンバーが順次紹介する。読者の皆様に、「言葉が
拓く建築」を考えるヒントになれば幸いである。 （市川秀和／福井工業大学）

【「建築の言葉・言葉の建築」考 ① －新連載にあたってのプロローグ－】 川本豊・廣瀬廣嗣・川端秀和・朝日海秀・市川秀和

建築と言葉の関係をめぐって ― 住まいの言葉、建築家の言葉 ―

建築家 Vitruvius

北陸新幹線　福井・敦賀開業記念展示

建築家・内藤廣
赤鬼と青鬼の果てしなき戦い

北陸編

2024年3月9日㈯ー4月21日㈰
北陸三県で内藤廣氏が設計した建物の模型や図面、写真等を設置します。内藤廣氏が創作活動をするうえで、

心の中に飼っている「赤鬼」と「青鬼」が、建物にまつわるエピソードを解説します。

と こ ろ
開館時間
休 館 日

一乗谷朝倉氏遺跡博物館　本館1階　情報発信コーナー
9：00～17：00（最終入場16：30）
4/15㈪

主 催
協 力
展 示

福井県
富山県、加賀市
内藤廣建築設計事務所

見学無料
入館料は必要と
なります。

世界最古の建築の言葉
2000年前の建築家ウィトルウィウスによる

『建築書』（ラテン語）
森田慶一訳：東海大学出版会1979

えいじゅ通信えいじゅ通信 From 女性委員会VOL.113
◆東海北陸ブロック女性建築士協議会
2024年2月24日(土)・25日(日)
1日目：分科会では名古屋城本丸御殿見学の

後、溝口正人氏（名古屋市立大学）の講
演を拝聴しました

2日目：女性協議会の会議を行いました

◆住教育事業
◦2月 4日（日） おおい町図書館　
◦3月 9日（土） 立待小学校に向けて準備会
◦3月13日（水） 鯖江市立立待小学校

◆『えいじゅ通信』へのご質問・お問合せ先
　女性委員長  本岡 美由希　MAIL：motooka@h-plus.biz


